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Programm  

 

Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791) 

 

Maurerische Trauermusik c-moll KV 477 (479a) (1785) 

葬送音楽 短調 

 Adagio 

 

Chöre und Zwischenaktmusiken zu dem heroischen Drama Thamリs, Köniモ in Äモyルten 

KV 345 (336a) (1773/79) 

英雄劇 王 合唱 幕間音楽 

Erster Aufzug 第1幕 

 Nr. 1 Schon weichet dir, Sonne!: Maestoso 

 Nr. 2 Maestoso - Allegro 

Zweiter Aufzug 第2幕 

 Nr. 3 Andante 

Dritter Aufzug 第3幕 

Vierter Aufzug 第4幕 

 Nr. 4 Allegro - Allegretto - Andante - ニヤば ゼラミボラtム - ニヤば ゼミボモヤリ - Allegretto - Adagio 

 Nr. 5 Allegro vivace assai 

Fünfter Aufzug 第5幕 

 Nr. 6 Gottheit, びber alle mそchtig!: Adagio maestoso - Allegro vivace - Allegretto -  

   Allegro vivace - Moderato 

 Nr. 7a alla breve 

 Nr. 7 Ihr Kinder des Staubes, erzittert und bebet. (Der Oberpriester): Andante moderato -  

   Allegro 

 

 休憩 Pause  

 

Die zauberflöte KV 620 (1791) 

魔笛 

Ouverture 序曲 

Adagio - Allegro - Adagio - Allegro 

Erster Aufzug 第1幕 

No. 1 Introduction Zu Hilfe! zu Hilfe! sonst bin ich verloren (Tamino, Drei Damen):  

  Allegro - Allegretto - Allegro 

No. 2 Aria タムロ パリモムョメそラモムロ ポヤラ ヤマャ ュボ ィニボルボモムラリイサ ゼラミボラtム 

No. 3 Aria Dies Bildnis ist bezaubernd scャのラ ィハボヨヤラリイサ デボロモャムttリ 

No. 4 Recitativo ed Aria O zittre nicht, mein lieポムロ ノリャラ ィテのラヤモヤラ ミムロ ドボマャtイサ 
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  Allegro maestoso - Andante - Allegro moderato 

No. 7 Duetto ソムヤ トそララムロラェ wムョマャム デヤムポム メびャョムラ ィニボヨヤラボェ ニボルボモムラリイサ ゼラミボラtヤラリ 

Zweiter Aufzug 第2幕 

No. 9 Marcia 

No. 14 Aria タムロ ッのョョム ネボマャム kリマャt ヤラ ヨムヤラムヨ ッムロzムラ ィテのラヤモヤラ ミムロ ドボマャtイサ ゼョョムモロリ ボssボヤ 
No. 17 Aria ゼマャ ヤマャ メびャョ’s, es ist verschwunden! (Pamina): Andante 

No. 18 Chor der Priester O Isis, und Osiris, welche Wonne! (Priester): Adagio 

No. 20 Aria ダヤラ トそミマャムラ リミムロ ヒムヤポマャムラ wびラsマャt ニボルボモムラリ sヤマャ! ィニボルボモムラリイサ 
  Andante - Allegro - Andante - Allegro - Andante - Allegro 

No. 21 T. 190 タムロェ wムョマャムロ wボラミムロt ミヤムsム ノtロボßム vリョョ ソムsマャwムロミムラ ィzwei schwarz 

  モムャボロラヤsマャtム トそララムロイサ ゼミボモヤリ 

No. 21 T. 362 Marsh Wir wandelten durch Feuersgluten (Pamina, Tamino):Adagio 

No. 21 T. 390 Triumph, Triumph, Triumph, du edles Parr! (Chor): Allegro 

No. 21 T. 413 Papagena! ヒムヤポマャムラ! ハそuポマャムラ! トムヤラム ノマャのラム! ィニボルボモムラリェ タロムヤ テラボポムラェ 
  Papagena): Allegro - Andante - Allegretto 

No. 21 T. 822 Recitativo Die Strahlen der Sonne vertreiben die Nacht (Sarastro): Maestoso 

No. 21 T. 828 Heil sei euch Geweihten! (Chor): Andante - Allegro 

 

Einメührunモ  

 

 
 Indentant: 武本 浩 
  

 Konzertmeister: 大西 正人 

 1. Violine: 大屋 美代子 久保 聡一 小谷 健 高橋 淑子 

 2. Violine: 濱田 利正 田邊 明子 筒泉 直樹 藤井 聡子 藤井 裕雄 

 Bratschen: 能勢 徹 河合 士郎 上田 秀樹 

 Violoncelli: 加納 隆 岩田 暢子 

 テリラtロボポボßサ 大川 宏明 

 チョのtムラサ 宮脇  門司 真美 

 Oboen: 小林 靖之 利谷 久美 

 Klarinetten: 柳楽 由美子 向 朱理 

 ソボssムttャのロラムロサ 鬼頭 典子 大倉 久和 柳楽 由美子 

 Fagotte: 尾家 祥介 服部 真貴子 

 Kontrafagott: 松島英雄 

 ッのロラムロサ 加藤 仁 中根 慎介 

 Trompeten: 山崎 雅夫 中嶋 香織 

 Pauken: 木村 祐 

 Posaunen: 黒田 真史 石井 倫太郎 中田 雅之 

 Celesta: 園田文子 
 

1984年 大阪大学大学院生 中心 発足 以後 京阪神 各大学 OB 結集 年間4～5回 演奏活動 続 い 指揮者 置
自発的 実現 目指 演奏会 主 作品 取 上 最新 研究成果 基 い 編纂 原典版 使用 当時 一般
的 編成 演奏 い 1986年6月 行 特別演奏会 氏 氏等 共演 好評 博

1986年 1990年 氏 4度共演 1988年5月 小山亮氏 新 全集版 協奏曲全曲
1989年 1994年 関西 協会例会 7度出演 1991年12月5日 大阪 聖 大聖堂 没後200年記念追

悼 演奏 1995年 大聖堂 出演 大 教会 演奏会 行 1996年
2000年 劇場例会 5度出演 1994年 亀岡混声合唱団 21回共演 2004年 指揮者 交響曲全曲演奏

会 完結   

大阪モーツ宿ルト淑ンサンブル 
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Einメührunモ  

 

あい つ 

大阪 ーツ ト ンサン  武本 浩 

 

 

本日 大阪 創立30周年記念第60回定期演奏会 越 い 誠 あ う い
細々 演奏活動 皆 支援 賜物 心 感謝申 上 2014年 あ 残

わ 今年 悲 い出来事 い 3月18日 高橋英郎先生 82歳 逝去
先生 翻訳 膨大 手紙 読 い あ い う 錯覚 感

日本語 対 高橋先生 情熱 私 20年前 高橋先生 直接 指導 い 非常
多 学 高橋先生 主宰 劇場 例会 麻布教会 六甲教会 共演 短

調 曲 戴冠式 曲 わ湖 上演 結婚 思い出 尽 8月13日 古楽
器演奏家 大家 氏 79歳 9月24日 11月 来日 予定 い

氏 73歳 亡 彼 室内合奏団 録音 楽器 交響曲全
集季全71曲 1978年～1985年稀 衝撃的 私 交響曲全曲 20年 演奏

先生方 冥福 心 祈 申 上  

 

 

ーツ トと ー イ ン 

 

秘密結社 い 1789年 起 革命 思想 あ 自由 平
等 博愛 掲 い 指導者 元 行わ 国家転覆 図
地下組織 え 向 あ 事実 当時 中 広 脅威 感 教会 1738年

教皇 12世 名 禁止令 出 1764年 全面禁止 い 近代
歴史 1717年6月24日 聖 日 狂 代表者 集 設立

理想 人道的 あ 博愛心 富 自分 異
信仰 持 人々 受 入 諸民族 結 合わ あ 秘密結社 い 社交的 王侯 君主
親 交流 啓蒙専制君主 あ 国王 2世季大王稀

加入 い 1780年 後 継い 神聖 皇帝 2世 保護
季分団稀 多数 貴族 知識人 集 情報交換 う  

1784年12月１4日 結社 季善行稀分団 同市 他
分団 向 楽長 第一位階 わ 徒弟 推挙 通知 分団番号第20番 1785年

1月7日 第二位階 職人 昇進 2月11日午後1時 父 上京
家 4月25日 滞在 父 4月6日 季善行稀分団 徒弟 加わ

あ 4月22日 職人 親方 昇進 2月11日 夜 季真
融和稀分団 徒弟 入団 入団 際 参入儀礼 行わ 志願者 身 い 金属

全 外 目隠 3度 音 待 志願者 首 来 目的 聞
志願者 暗闇 脱 光 見 来 答え 火 中 通 試練 受 3度 音 合図 目隠
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外 光 見  

二元論 結社 入口 あ J季 稀 B季 稀 2本 柱 象徴 い 二元論
物事 相対 2 原理 要素 基 い 説明 う 考え方 あ 王 魔
笛 中 重要 役割 果 い  

 

 J季 稀 B季 稀 

   

 男性 女性 

 太陽 月 

 昼 夜 

 火 水 

 金 銀 

 能動 受動 

 3 5 

 赤 白 黒 

 啓発 無駄口 

 牡牛座 座 

 結社 結社 

 季男性 伝統的結社稀 季女性 養子結社稀 

 

 

ー イ ン葬送音楽 ハ短調 KV 477 (479a) 

 

1785年7月 自作全作品目録 一 作品 書 入  

 

葬送音楽 盟友 死去 際 ―― 2 2

１ 1 2 2  

 

帝国陸軍少将 = 大公
亡 11月6日 = 地方担当大臣

伯爵 亡 11月7日 葬儀あ い 追悼式 11月17日
季授冠 希望稀分団 行わ い 7月 記入 自作全作品目録

葬送音楽 次 記載 い 7月 四重奏曲 短調KV 478季自筆譜 1785年10月16日
記載稀 続い 11月5日 誘拐 村娘 四重唱曲KV 479 あ 親方昇進式典 男声
合唱 音楽 作曲 葬送音楽 仕立 直 いう説 出 現在 単 記
載 い 考え い わ 自作全作品目録 7月 記載 11月5日 何 記載

空い 後 2曲 書 入 いう あ 一人 住 父
娘 宛 手紙 時期 筆 几帳面 息子 一向 手紙 届 い 対 不安

不満 募 い 時 結婚KV 492 作曲 取 組 い あ 記載
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関係 あ い  

 

葬送音楽 自筆譜 合計5葉 五線紙 文化財団 国立図書館 所蔵
い 12段 横長 五線紙 1段目 空白 2段目 3段目 4段目 2本 5段目 6段目

7段目 B管 8段目 音記号 書 F管 9段目 Es管 10段目 C

管 11段目 い 自作全作品目録 書 編成 あ 自筆譜 12段目
記載 別 五線紙 2本 F管 音記号 記載 い 追記

当時 訪 い 名手
影響 あ 指摘 い 国立古文書館 所蔵 い 間 回 招待状

次 う 記載 い □館 あ 関係者 わ い隠語 文書 使わ  

 

二人 外来 盟友支援 ――二人 名手 あ ―― 彼 前 当地 避難所
見出 来 あい 勤 口 待機 苦境 陥 現在

母国 帰旅 決意 わ 企 不可能 畏敬
季3羽 鷲稀分団 季棕櫚樹稀分団 来週木曜日10月20日 夜6時半 □館

い 催 尊敬 盟友 氏 氏 演奏 聞  

 

2人 名手 知 後 作曲活動 影響 与え 言う い
12月15日 季授冠 希望稀分団 演奏会 行わ 次 通  

 

 伯爵付 音楽監督 盟友 交響曲 

 盟友 二重協奏曲 

 KV 471 協奏曲 

 6 管楽器 曲 家楽団 奏者
兼 奏者 盟友 大 演奏  

 第二交響曲 分団 特別 作曲  

 

通常 低音域 拡大 製作者 知 い 大
季長い稀 製作 い 葬送音楽 自筆譜 12段目 追記

楽器 考え 自然 あ
季 稀 第3 音域差 2 離 う 本当

必要 い わ い い 本日 演奏 あ 使用
う 迷 作製 わ 現代

あ 考え 使用  

 

 

エ トの王ター のための合唱と幕間音楽KV 345 (336a) 

 

父 1773年9月18日 妻 宛 手紙 あ
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曲 夢中 作曲 い 記 い 夢中 作曲 い 王
音楽 あ 枢密顧問官兼 宮廷宮内庁次官 英雄

劇 王 1773年 出版 1773年12月11日 上演
英雄劇 典拠 一 1731年 ＝ 哲学 教授 神父 執

筆 小説 伝記物語 古代 不朽 奇談 内 語写本 翻訳 あ
王子 教育 秘儀 加入 旅 描い 秘儀 関 権威あ 書物 あ

語 英語 翻訳 中 愛読 英雄劇
2曲 合唱曲 作曲 不満 あ 訪 い 再委嘱

あ 1773年12月13日 宛 手紙 音
楽 同封 作品 一 目 合唱 い 伝え い 1774年4月4日

劇場 初演 行わ 折 作曲 合唱曲 使用 劇場年報
氏 原文 作曲 音楽 美 書 い 賞賛 い 後 1776年1月3日

一座 曲 上演 時 様子 1776年1月17日 週刊 劇場案内
伝え い  

 

1月3日 男爵 5幕 悲劇 彼 古代 英雄悲
劇 中 取 入 筋 面白 う 等 結 う 作曲者 繰 返 第5

幕 余 長 繰 返 歌わ あ 他 代え 良い 又 時 う
全 作品 何等 支障 い あ う  

 

後 一座 1779年4～5月 1779年9月～1780年3月 訪
劇 音楽 利用 上演 い 際 交響曲第26番変

長調KV 184 (161a) 序曲 採用 1790年9月 行わ
2世 戴冠式 際 形 上演 見 可能性 あ 1791年9月6日 2世

王 戴冠式 聖 大聖堂行わ 典礼 指揮 戴冠式 KV 317

KV 337 王 最初 合唱 歌詞 語 典礼文 変更
KV Anh. 121 演奏  

 

王 合唱 幕間音楽KV 345 (336a) 自筆譜 文化財団 国立図
書館 所蔵 い 幕間音楽季第2～5曲稀 横長 五線紙 書 大半 聖体 祝日

KV 243季1776年3月作曲稀 歌劇 羊飼い 王様 KV 208季1775年4月作曲稀 序曲 独立 交響曲
仕立 作曲 KV 213c季1775年 8月 作曲 推定稀 同 五線紙 使用 い

第7a曲 異 五線紙 KV 251季1776年7月作曲稀 1776年4月 日付 あ 教会
KV 244 KV 245 使わ 五線紙 あ 幕間音楽 1777年9月～

1779年1月 旅行 前 1777年頃 作曲 推定 い 一方 縦書 五線紙 書
合唱曲季第1曲 第6曲 第7曲稀 幕間音楽 筆跡 異 い 1779年以降 作曲 推定

五線紙 入 透 模様 研究 五線紙 1776年 KV 244 KV 245

KV 251 使わ 同 あ 判明 い  
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曲 関 資料 余 少 い 不明 点 多い 1776年1月17日 批評 あ 繰 返
第5幕 余 長 時 う 無 支障 いう指摘 第6曲 指 い 思わ

従 1776年 演奏時 少 第1曲 第6曲 作曲 い 注目 時
いう点 あ 時 1774年4月4日 あ 国立図書館所蔵 手書楽

譜 1773年作曲 可能性 あ 第1a曲 第6a曲 あ 前者 自筆譜 第1曲 類似 完成 い
後者 第6曲 同 使わ い 書

121小節 未完 終わ い い 曲 含 い い 1773年12月13日
送 楽譜 完成 第1曲 第6曲 完成 時 演奏 い

飾 第7曲 原作 い詩 使わ い 季
幼少 頃 い い 弾 宮廷 奏者 彼 う 柔 い

呼 い 稀 言わ い い 追加 分 い い 第7a

曲 第1頁 大 げ印 入 い 手 不明 あ 曲 第5幕 中
使用 作曲 手 絶望 神 冒瀆 死 書 込 あ

第18小節 雷雨 始 記入 あ 今回 演奏曲 含  

 

私 整理 1774年4月4日 初演時 第1曲 第5曲 作曲 い 1776年
1月3日 一座 上演 時 繰 返 あ 第6曲 追加 う 1775年 書

曲 自筆譜 残 い 第2曲 第5曲 追加 合唱曲季第1曲 第6曲 第7曲稀 書
あ 不評 合唱曲 改訂 あ い 合唱曲 別 目的 転用 1779年
訪 一座 合唱曲 再度書 際 他 曲 体裁 整え

1775年 作曲時 同 種類 五線紙 使わ 作曲 手掛 10年 曲 対 想い
萎え 1783年2月15日 住 父 宛 手紙 次 う

記 い  

 

親愛 父 ！ 

送 音楽 心 感謝 い ！―― 書い 曲 活用 い 残
念 ！―― 作品 当地 気 入 不評作 仲間入 再演 い

う ―― 音楽 再演奏 あ う ―― 多分 い う
――実 残念 ！―― 

 

前述 2世 王 戴冠式 執 行 際 期待 え
第1曲 替え歌 演奏 長調KV Anh.121 あ 後 第6曲

長調KV Anh.123 第7曲 短調KV Anh. 122

死後 出版 演奏 い名曲 ――実 残念 ！―― 

 

登場人物 

 ： 賢明 王 い 王位 い 亡父 後 継 父 正反対 徳 高い若者 

 ： 敗 本人 太陽神殿 僧 身 隠 生 延 い  

 ： 季 稀 娘 彼女 偽名 暮 い  
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 太陽神殿 乙女 僧侶  

 ： 王侯 先王 娘 あ 知 彼女 利用 王位 い  

 ： 太陽神殿 乙女 監督者 叔母 

 ： 親友 恋 い 打 明  

 

 

＝第1幕＝ 

権力争い 人々 敬愛 い 王 陰謀 王位 奪わ 世
中 混乱 避 太陽神殿 僧 名前 変え 身 隠 い 人々 王

娘 死 思い い 亡 息子 王位
即位 戴冠式 準備 太陽神殿 乙女 僧侶 合唱 幕 あ 光

敵 あ 夜 太陽 道 譲 い え 願い 聞 入 え 民 上 晴
日々 え 歌いあ  

 

季第1曲稀Maestoso C-Dur 

 

王位 狙 い 叔母 太陽神殿 乙女 監督者 あ 策略
い 先王 娘 結 王位 奪 う 考え い 第1幕 第2幕 間 演奏 幕間

音楽季第2曲稀 父 楽譜 第1幕 王座 う いう
決心 閉 注釈 加え い  

 

季第2曲稀Maestoso-Allegro c-moll 

 

＝第2幕＝ 

太陽神殿 乙女 家 娘 親友 恋 い 打 明
愛 い 愛 い 吹聴 愛 い

告 第2幕 第3幕 幕間音楽季第3曲稀 善良 性格 第2幕 最後 示 いう
書 込 あ 曲 中 弦楽器 厳 い口調 所 偽 性格 独奏部

誠実 いう注釈 記入 い  

 

季第3曲稀Andante Es-Dur 

 

＝第3幕＝ 

注釈 第3幕 反逆者 始 語 い あ
先 王 娘 あ 女王 運命 あ 打 明 王位 奪う

固 決心 わ 友 信 込 軍 総司令官 任命  

 

＝第4幕＝ 

第4幕 あ 語 歌 意味 劇 意味 結合 言葉 音
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楽 台詞 いう劇 あ 陰謀 表現 前奏 始 太陽 乙女 住居 出
あ 誰 い い 確認 愛 父 祖国 忠誠 間 揺 気持 述

結 い 太陽神 献身 いう神聖 誓い 立 動揺 悲痛 心情 葛藤 末
光 音楽 表現 い  

 

季第4曲稀Allegro c-moll 

 

後 裏切 気付 陰謀 阻止 第4幕 第5幕 幕間 演奏 第5

曲 記載 注釈 第4幕 大変 混乱 う 閉 あ  

 

季第5曲稀 Allegro vivace assai d-moll 

 

=第5幕＝ 

神殿 太陽 乙女 僧侶 戴冠式 集 い 讃え 壮麗 合唱 始  

 

季第6曲稀 Adagio maestoso D-dur 

 

戴冠式 祭典 始 王 あ 公式 宣言 先 王 娘
真 王位 後継者 あ 民衆 呼 掛 混乱 鎮 あ 自分

先 王 あ 明 結  

 

季第7a曲稀(alla breve) d-moll 

季第7曲稀Andante moderato d-moll 

 

陰謀 失敗 終わ 自害 神々 冒瀆 雷 焼 殺 表 第7a曲 あ
後 神 冒涜 い 荘厳 独唱 第7曲 続 神 讃え 英雄劇 幕 閉  

 

本日 演奏 位置 前 い 招
渡 1791年 1793年 ＝ 行 際 配置 あ

演奏 指揮  

 

 

魔笛 KV 620 

 

1791年春 郊外 劇場季 劇場 いう稀 興行主 俳優 台本作家
同劇場 上演 語 作曲 依頼 6月11日 近

郊 湯治療養 い 妻 宛 手紙 午前4時半 起床 魔笛 1曲 作
曲 あ 1週間後 行 妻 世話 い 当地 教区教会 聖歌隊指揮者

長調 KV 618 作曲 7月2日 妻 宛 手
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紙 中 自分 手 魔笛 第1幕 完成 あ 伝え  

 

あ 伝え い 第一幕 導入曲 送
彼 あ 朝 始発 馬車 発 う う 荷造 い う いい う

昼 手  

 

7月3日付 妻 手紙 届い 伝え い 手紙 受 取
前 発送 い う あ 7月5日付 手紙 手伝 い 催促 う伝え

い  

 

楽譜 4番 5番 送 返 い ―― 頼 あ 一緒 彼
尻 い 言 い  

 

い 自作全作品目録 次 う 記載  

 

7月 魔笛 ――9月30日 上演 ― ― ― ― ― 

― ― ― ―2幕 語
22曲 成 ――女性 ―― 嬢

夫人 夫人 嬢 嬢
男性 氏 氏 兄氏
氏 弟氏 氏 ――合唱  

 

9月30日 上演 7月 完成 書 込
い 本当 7月 記入 う 魔笛 次
自作全作品目録 記入 9月5日

9月6日 上演 帝 慈悲
2世皇帝陛下 戴冠式 2幕 あ

出演者 曲数 記載 い 次 9月28日  

 

9月28日 

魔笛 ――祭司 行進 序曲 行
進曲 序曲 

 

9月30日 上演 序曲 第2幕 冒頭 行進曲
最後 書い 完成 7月 序曲 行

進曲以外 仕上 い あ う 上
演 2世 王 戴冠式 祝
う 作曲 委嘱 新 い皇帝 自分 売 込 い 8月 9月 間

集中 9月30日金曜日19時 魔笛 初演 行わ 初演 際 夜 女王 歌
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夫人 わ 姉 あ 音楽 楽長
現職皇王室宮廷作曲家 氏 氏 好意あ 尊敬 値 観客

対 敬意 台本作家 対 友情 本日 指揮 台本 2枚 銅版画
い 氏 実際 衣裳 役 版刻 い 劇場 切符売 場 30

販売 記載 い 初演 2度目 上演 指揮 以降
劇場 常任指揮者 譲 劇場 編成 5名 第1

4名 第2 4名 況名 3名 1対
3本 総勢35名 あ  

 

登場人物 

 ： 氏 叡智 神殿 支配者 太陽 名前 季 稀
由来  

 ： 氏 日本 ＊狩衣 い 王子 手 弓 持 い 矢 い 夜
女王 侍女 金 笛 渡  

 弁者： 氏 結社 実在 入門志願者 案内役 兼  

 3人 祭司： 兄氏  氏  氏 大 透明 持 い  

 3人 童子： 3人 男 子 薔薇 花 覆わ 空中船 乗 銀色 椰子 枝 持 い
 

 夜 女王： 夫人 夫 死 床 渡 太陽 世界 取 戻 い  

 ： 嬢 夜 女王 娘 墓標 使わ 糸杉 林 気 入  

 3人 侍女： 嬢  嬢  夫人 夜 女王 仕え 侍女 銀
投槍 持 い  

 ： 弟氏 背 大 鳥 追 い 鳥刺 笛 吹 歌う 名前 古
代 語 意味 由来 夜 女王 侍女 銀 鈴 渡  

 老婆季 稀： 夫人 18歳 2分 醜い老婆 盆 上 水 入 大 杯 持 い  

 2人 鎧 着 男： 黒い鎧 身 付 男 上 火 燃え い  

 ： 氏 仕え 人 奴隷 番人 名前 語 孤立 人
由来  

 3人 奴隷： 氏  氏  氏 

 

* javonischen 書い japanischen 書 間違い い 日本 いう あ
訳 不適切 架空 国 考え 方 良い い  

 

10月7日 10月8日 書 療養中 妻 宛 手紙 様子 伝え  

 

金曜日10時半 

夜 

最愛 最上 わいい奥 ！ 

い 戻 ――い う 超満員 ――第1幕 男 女 2重唱
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例 通 求 ―― 第2幕 童子 3重唱 同様 ――
い う い 静 賛同 ！―― 評価 日 高 い 分 季中略稀

楽章 終え 間 手紙
 

 

楽章 魔笛 次 自作全作品目録 記入
協奏曲 長調KV 622 あ 彼 滞在中 楽譜 送 協奏曲 10月16日

国民劇場 初演  

 

土曜日10時半 

夜 

最愛 最上 わいい奥 ！ 

戻 手紙 う 喜 ――土曜日 い 郵便日
入 悪い 大入 満員 例 う 拍手喝采 繰 返 演奏 ――あ 上演

月曜日 休 ―― 火曜日 連 いい 季中略稀  

う 朝早 打 込 書い い 1時半
―― 大急 飛 行 季

食事 い 稀 う 出
会 食事 あ 家 戻 時間 書い

うい 連 行 頼 う あ
――あ 連 入 ―― あ 台
本 読 う 彼女 渡 い ―― 聴 いう

あ観 う う ―― 

う 季 手 末梢稀 桟敷席 来 い
―― 季 手 末梢稀 曲 割

う 拍手 送 い 例 知 屋 風
出 居 い 野郎

呼 わ い い い ―― あい 2幕 始
荘重 場面 居合わ ――あい 笑い通

い 初 う え 注意 い 方
向 う 万事笑い飛 い い ―
― う う我慢 ―― 呼
捨 外 ―― あ 意味 分
思う ―― 別 桟敷 い 奥
連 来 い 楽 最後 い ―― 

歌う 舞台 上 行 う う 自分 あ
演奏 ―― い 一度 休 場面 鳴

―― 驚い ――あ 見 わ 見 ――2回目 何 ――
止 い 以上 進 う ―― 考え 見抜 う一度和音 鳴
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―― 鳴 う い！ 怒鳴 ――
笑 ―― い 自分 楽器 い い い 大勢 人 分 思
う ―― 近い桟敷席 い 音楽 聞 え 想像 い う
――天井桟敷 聞 いい音 ――帰 自身 いい ―― 

 

朝早 打 込 書い 11月15日 自作全作品目録 生涯最後 記入
小 わ 喜 高 告 KV 623 未完 終わ 死者 曲季

稀 短調 KV 626 あ 出身 仲 良い 奏者
牡牛 馬鹿 憐 彼 い 協奏曲 作曲 い 当時彼 59歳 最後 協

奏曲 長調KV 412＋514 (386b) 死後 1792年4月6日 完成 手
紙 死後 1809年 再婚 抹消 個所 あ

伝記 美談 あ 手紙 公開 前 差 障 あ 部分 抹消 考え
い 抹消 部分 誰 名前 書 い 今 不明 あ 言わ い

風 あ 生 い 思わ い 知 合い 態度 激怒
憂 晴 い い 鍵盤付 鍵

盤 連結 固い 金属 音板 叩 構造 楽器 明 音 残念
手 入 極 困難 代用 得 い 現状 あ

製 暗 わ い音 う 本日 演奏 使用 い 承知 い い  

 

11月5日 新聞 次 広告 掲載  

 

魔笛 皇帝陛下 仕え 現職楽長 氏 種々 伴奏用声楽曲
楽器楽譜商会 入手  

 

11月14日 15日 書 現存 彼 最後 手紙 魔笛 上演 触
い  

 

最愛 最上 わいい奥 ！ 

う 13日 木曜日 連 出 行 昼食
戻 6時 馬車 夫人 迎え 行 桟敷席 案内 ―― 急

い 間待 い 迎え 行 愛想
想像 い う ――2人 音楽 台本 何 い 気 入

――彼 口 え 言 い ――最大 祝祭 最高 王侯君主 前 上演
恥 い ―― 観 来 う い 気持 い出 物 見 い
―― 

彼 季序曲稀 最後 合唱 実 注意深 観 聴い い
季美 い稀 感嘆 言葉 吐 曲 好意 対 い 繰 返 礼
言 い 彼 う 来 い 思 い う 4時 う座席 坐 い

―― う 桟敷席 落 着い 観 聴い いうわ ――劇場 あ 2人 家
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馬車 送 届 一緒 食事 ―― 連 家 戻
眠  

 

次男 6人 子供 授 4人 短命
弟 長生 時 7歳 機械

仕掛 大 劇 あ 連 行 大い 喜 う 夫人
後宮 誘拐  KV 384 初演 際 役 演 あ 当時

宮廷楽長 才能 認 良 理解者 あ 魔笛
人気 初演以後日増 高 い 擁護 2世 打 変わ あ 継い

2世 弾圧 始 12月10日付 音楽週報 次 掲載 い
 

 

10月9日 新作 機械仕掛芝居 魔笛 わ 楽長 音楽 舞台装置 多額 費
用 豪奢絢爛 上演 い 期待 喝采 得 い い いう 作品 内容 台詞 あ

劣悪 あ  

 

11月6日付 伯爵 日記 次 う 記 い  

 

6時 郊外 あ 劇場 夫妻 桟敷席 魔笛 24回目 上演 聴
音楽 装置 綺麗 信 い 茶番劇 あ  

 

12月5日月曜日 午前0時55分 35歳 若 息 引 取 臨終 際 神父
終油 秘蹟 訪 拒 遺体 黒装束 棺 納 翌日午後3時 聖 大聖堂 遺
体 納 柩 運 込 大聖堂内陣 十字架礼拝堂 安置 最後 祝福 行わ 葬儀 参列者
親族 義妹 初恋 人 義姉 夜 女王 演 義姉 夫

夫 義母季 稀 友人 男爵
弟子

一座 役 役 2人 医師
あ 1787年4月4日 病床 父 送 父 最後 手紙 彼 死生観 表明

い  

 

死 季厳密 言え 稀 人生 真 最終目標 数年来 人間 真 最上 友
慣 親 い 結果 死 姿 い 少 恐 大い 心 安 慰

！ 死 真 幸福 鍵 知 機会 与え 季 言う意味 分
稀神 感謝 い ―― 季 若い いえ稀 あ う 世 い い い

考え 床 あ ―― 知 い 人 付 合 い 不機嫌 悲
言え い う ―― 仕合 毎日 創造主 感謝 隣人 与え

う心 祈 い ―― 
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目標 古い生 死 新 い生 自己変容 あ 魔笛 第1幕第19場 結
合唱 歌わ う 徳性 正義 大道 名誉 う 時 世 天国 死 人 神々

い 魔笛 第1幕 夜 女王側 立場 話 進 第2幕 側 立場 話 進
話 混然 首尾一貫 い い 理解 多い 真髄 参入

儀礼 あ 第1幕第14場 歌わ 男 女 女 男 神 い あ 第2幕
第28場 鎧 着 男 厳 言う 死 恐怖 克服 う 時 大地 中 天 舞い上  

季2014年12月16日稀 
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次回予告 

第61回定期演奏会 

6月27日季土稀午後2時開演 

豊中市立 文化  

 

 


